
　
日
本
工
作
機
械
工
業
会

日
工

会

が
ま
と
め
た
２
０
１
１
年

１

―

月

の
工
作
機
械
受
注
実
績
は

前
年
比

・
５
％
増
の
１
兆
３
２
６

１
億
８
８
０
０
万
円
と
２
年
連
続
で

増
加
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
１
兆
円
の

大
台
を
突
破
し
、
過
去
最
高
だ
っ
た

年
実
績
の

・
４
％
の
水
準
ま
で

回
復
し
た
。
米
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
パ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
と
、

年

の
日
本
の
切
削
型
工
作
機
械
の
生
産

額
は
１
６
３
億
１
１
０
０
万

で
、

中
国
の
１
９
１
億

に
次
ぐ
世
界
第

２
位
。
世
界
シ
ェ
ア
は

・
２
％
だ

っ
た
。

　
受
注
を
け
ん
引
し
た
の
は
外
需
。

日
工
会
の
調
査
で
外
需
は
前
年
比

・
８
％
増
の
９
０
４
５
億
８
９
０
０

万
円
と
な
り
、

年
の
８
６
３
５
億

６
７
０
０
万
円
を
抜
き
、
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。
国
別
の
首
位
は
中
国

で
、
夏
以
降
に
金
融
引
き
締
め
策
に

よ
る
停
滞
感
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

通
年
で
は
同

・
６
％
増
の
３
２
７

８
億
２
３
０
０
万
円
に
成
長
し
た
。

２
位
は
米
国
で
同

・
９
％
増
の
１

９
４
２
億
３
７
０
０
万
円
。
３
位
は

タ
イ
で
、
洪
水
の
復
旧
需
要
を
受
け

て
同

・
５
％
増
の
５
５
８
億
４
４

０
０
万
円
に
伸
び
た
。

　
一
方
、
内
需
は
同

・
１
％
増
の

４
２
１
５
億
９
９
０
０
万
円
に
上
昇

し
た
も
の
の
、
直
近
の
ピ
ー
ク
だ
っ

た

年
実
績
と
比
べ
る
と

・
５
％

の
水
準
に
と
ど
ま
る
。
日
工
会
の
横

山
元
彦
会
長

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
会

長

は
「
内
需
の
回
復
は
依
然
緩

慢
。
知
恵
を
出
し
て
需
要
を
創
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
す
る
。

　

年
の
受
注
見
通
し
に
つ
い
て
、

日
工
会
は
１
兆
２
０
０
０
億
円
に
目

標
設
定
し
た
。
欧
州
財
政
危
機
や
円

高
の
行
方
を
注
視
し
つ
つ
、
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
新
興
国
市
場
の
需
要

を
取
り
込
み
、
ま
ず
は
月
平
均
１
０

０
０
億
円
の
受
注
確
保
を
目
指
す
。

　
外
需
比
率
は
前
年
同
様
に
７
割
前

後
で
推
移
す
る
見
通
し
。
最
大
市
場

の
中
国
は
懸
案
の
金
融
引
き
締
め
策

が
緩
和
に
向
か
い
始
め
て
お
り
、
業

界
内
で
は
「
年
後
半
に
は
設
備
需
要

が
活
発
化
す
る
」
と
の
見
方
が
出
て

い
る
。

年
は
各
国
で
首
脳
の
交
代

や
選
挙
が
相
次
ぐ
こ
と
か
ら
、
景
気

浮
揚
策
へ
の
期
待
も
大
き
い
。
外
需

に
比
べ
て
内
需
の
足
取
り
は
重
た
い

が
、
自
動
車
関
連
の
環
境
投
資
な
ど

伸
び
て
い
る
分
野
も
あ
り
、
潜
在
需

要
の
掘
り
起
こ
し
が
課
題
と
な
る
。

　
欧
州
や
新
興
国
の
工
作
機
械
メ
ー

カ
ー
と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、

月
の
第

回
日
本
国
際
工
作
機
械
見

本
市

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
１
２

は
日
本
の
技
術
力
を
訴
求
す
る
絶
好

の
場
と
な
る
。
主
催
者
の
日
工
会
に

よ
る
と
、
会
場
収
容
能
力
の
上
限
を

約
２
割
上
回
る
出
展
申
し
込
み
が
あ

り
、
最
新
鋭
の
機
械
や
技
術
が
所
狭

し
と
並
ぶ
光
景
が
今
回
も
見
ら
れ
そ

う
だ
。

工作機械産業
さらなる市場拡大目指して

求められる高精度加工に向けて技術開発が進む
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